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リシン」㈹即倫，名せるもの）がイ酪し』てFil・r・i・fibr。をヲ1獄1．ペアルカリ溶液酒麩液三燃

高温で水を作用せLめると忽ち「接合セリシン．！ほ深くi：gされ，ミセ・・によ考1踊…劇勿に藝鞭挑

じ趣iこ系局フイフ“ロ　イン奉」【！瞬il儲、：】：力冠i濃．をう～腔一㌍もcr．）と　L「ヅ；：o

　　；；卑ち皆（：りlk　Flbroin　or）1」∫ζう｝のク層弼tl勿fJ’，｛’（と）舅、拓色，ぬ三よDま疑「1劉糾i航∴ゴ・（Z）・）」「1！．’（i”li　I：イオン…顔長び垢1幽微rLノリμこ愈鷺

から最も・隣列‘ys：集・1生に富むFibroin　A1戊分がFibroin　B破分の…つ（Fibroii・n31τr）　i：結合し

｝〔：　ullit　fibril　tJfイ，1：ll…ノ）∫ξし．、5i三IJ．ノ「r「fM；・）k　・yt　’IJ　It一ノf∫こ　し．＿．、　！lu主グ）　1でibroin　」」父づ｝　　（Fibrohl　I3【及”ご　：B　I！）　　1改蝶‘b

にイヒ墨白勺糸1lf｛》｛こよつ　ご　unit　fibri1　花イ憂オ「チt．ノて：尉17イフ“1．rイン甜浅lilkをジi：多1，見一、r：’丁，～もヴ♪渥尋・liLt，ifしプq：o

こ‘；｛）　Fibroin　Bエノ乏1ひごBII　冬1樋bl、liJカ・1こ　Sericill　、IL　lよぎ》1にりX彩艮ll唄も第ミFibroin　fibrξ｝（1，嬰iF、1る

もα）た略一一・致してゐる。仙L．、酸や’アルカリ♂曽⊇に劃’して｝、仁Fibmin　Aよ｝，抵抗・1’！i小賑く最初に分

・昌女潔糾lllづ一著ζ｝も必）、1，渥ヨ・・＼ウ〕身1，る。　　W．　Zilllll’lc・1’nl；，tllll工隻（1）カ’：ノ」ノil二a．）　G・lycirie　ノ♪イζ愈“llUこ月』ゐ7矩　　（》・

1’　litha1aIdehyde【’ w（Z．試藥、・・↓v．’『ドi嚇aR川ゐてSuricin　cr）；f桶三三如：混師1億㍑1手ibr・in

に二墨寸一3一るアノし・カリei勿貿£ゾ）f乍Jl“u二よる’1’員｛寡番II聖L蛤～覧1宮」擁1｝こイ』肇ザ’9－♪．　鉾そセ献」頑5（～ブ（コ」‘旨f塩翁“，・・liil；㌃P｝斉∫1！達し一

ようと思ふ。

　　　　　　　　　1．Z，試藥のamino乱cid及びpeptideに謝する呈色反鷹

　Zimmermalln王惣よGly覧二ineの1％溶｛f芝2c．c．に2N．　NaOH　10澗、1二41ノ・∫o．　Phth：！la夏l　lし出ydくう

1夜8溶駈を＞TAi’＼一こ涯ヒ和1し悉勺／0孝少f菱1農HC正1021蒲靴力llハ・『ご秘ミ量llを・r’1～・1、翼溜袈嚢〔瓶揖ゴ　if．’9－＞i）噂fよ　り　（｝lyc，ine

の楡出に利用し』更1こ仙のアミノ酸に鮒す零，反照・“・アムモパア’・獄lj鵬iに銅喝1宣漁畑勲し

たo　後tf・¢）∫揚で｝‘．武玉ll自こ：iIで隷色をご憂｛亀・・」婦るvりみてもあるq　・J　IL：v）鐸と　E．ノ、bd（うrhald（｝11ノ硫て｝£Neum｛UUII玉《1

僧穿（5）kよこン）　Z。1試弦璽をメ月ひて　Glycine　4．♪イ愈lll｝iセびに　PQlyP（｝pti（le　IIIにイ」阜ザ薫：，　（：｝lycine，α♪fb》二1蹴

雛めるのに利1．1』した、、購Gly鶏ineが）・ミ、ノ戴駿形ll暦るP。lyl）c｝pt｛d黛（例へばGlycy1・1・

tyros三ne，　Glycy1・glycyie・cl．1．　leucine　etc，）　ぱZ．　ll・℃藥によつて最後に紫色tな」lrl．　1…i，ljjかに

Glycineの特有色を蜆ぱすがpolypeptide中にGlyci1ieが介在すえ》もの　（例へば1・1飢星cy1・

g1ycyl・1．　tyro3ine、叉はCOk）HJ寒をGlycineが黍∫するも～ろ）（f列へばLtSri’osyl・宮ly　cine）に於て

1よ5鵤憩、ノう…窟？炎勢著色を轟豊一ザるにjSIY・ぎなL・・葱奮を監ILプこ｛，・遊・｝雛…a）　Glycine　｛t速力・に烈ユ琴糞，L：プ：Rりτ畏1鑑：λ：

なる［1寺（’よ1司色・！）き七葦騒乏を：～髭じ、N｝12を羊∫一す圏t15　Glycirie　を：オ∫すゼ）　1？01ypepticle　l・二頭，〆：ブ（：1．1；一一畷1乏1ご漸…

色をi．一．し後モた㌶窮こ紫【し緊を摺￥び逼蟹こ紫O舷、となる‘「1珂生力｛あるotftcつ一こ」｝ピ雪；9ノ）．・‘差色もり孝ご喪幾，〔仏れレ協ぴに

ε！息の甑塗イヒカ！iら｛kfi｝ブイプロインG｛・）汗溜h、　カiiオくラ｝ゴ鱈i蓄1｝塁斐・ムとび奮塗｛ヒu）聾1草坐鯨‘を『象載1粘脚言一零霧罫沁理防封ぐ♪5楠

　　　　　　　　　　　　　　　　　　2．騒．試藥のSericinに蜀する呈色

　　颪尚∫iLI二　Sericin，　1繭∫甦よ1）；∫無耶tせる　　Sariciu　ノ乏び二fhNS｝ljlこよりてそI！｝海る　Sericin　A・及び：B　lま

敦れもz．ii，榛によ｝）て紫色を鑑する糊・・1三がある。、獣ふのはSericinを絹繍駄i，除却撚，

Fibroin　仁更「［ε」一一藩℃画琶1こ五9’しvご呈てLをしオ丈v、カ，ら”6’　dibるo

例へば繭暦部位・とセリシンによる最色との島1源｛」：次の如ぐ磁・徽，

　　　　　　　　　　　舞1癬（繭贋最外暦）…………深紫色

　　　　　　　　　　　策II贋………・一・…一一・糊渠紫色

　　　　　　　　　　　第1∬暦………一・一・…・……紫　　色

　　　　　　　　　　　第IV贋　………・…・・………一・・・・炎　紫　色

　　　　　　　　　　　第V麿　（最内贋の薄暦）………淡　紫　色

帥ち繭暦の外贋及び内贋を通じてISericinの呈する共通色な現はすが、濃さはタ購｝ほ内犀｝よi，

濃い。～：の事ばSericinの分布量1：　一致するものである。

　　次1こ制与系束石覧度を：嬰愛｝こする糸Fき潅歌に二鋒寸し冒ご名｝たる糸占，讐ミ1’象モタくα）／lilくて33もゐo　（’支105×F吹17，ド・i’恭犀掩）
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　　　　　　練薦華（％）　　　　　　　　　盛　　色（1剛li］後）

　　　　　　　⑪　（繭緑）　　　　　　　　　　深紫　色

　　　　　　　9・0　　　　　　　　　　　　　淡紫色

　　　　　　10．82　　　　　　　　　　　　　同
　　　　　　16．22　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「司

　　　　　　18・06　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「司

　　　　　　21．52　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　守｝1斐　紫　　色

　　　　　　22・26　　　　　　　　　　　　圃
　　　　　　24．90　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9｝t“　　　　　て色

裂色の租度に依つて絹綜の精練度を槍する事カミ川來よう。岡村源一ぜ隻1；）ほ昭不1110fl聯繭の麦欧

交糊礁醐勅ユド」嫌減勲鷹祉られ24．735鵜そ髄れてゐる。

　絹綜が韻慶の精系痘によつて繊維が損傷せられる場合ほ後述する如く桃赤色摺1卍す昂に釜る。

以iの塗1齢鮒1灘lllを湘粉fl鰍難せ魏艦li燵してのものでurt，るがAbd。，h。1d。。氏智・｛燗

繊維をLiBr溶液にう｝散し、濾鋤せる逓湖液に蛋凱．て寵験せるに淡・黄色な裂するのみである事

を澗乏じ，鳳ごゐるo

　かSる耀色反慾からSericin分予中にはNH2基なイ∫するGlycineの存在すキもこ，』、之れに

反してTI三常のFibrQin　l　l　tにはかSる1りこ態の（｝lycineが仔在して居らな）・購を推宛し、このlll“蛋

由質の存在欺熊にll月かな諮のある購が共等の分散溶鰍1生以外からも推察するこ滋が出來翫、而

してFibroin中に於ては婆寒の成分は轍然海る混合子麟1歌態になく化隈的結合欺熊下1こある塩が

労へられる。

　尚精練度低き絹綜を分：散し得海るFibroin　B！illにはSericinの混在す撫こた他の：方法で知り得

るけれど」濡己のSsricinαyl～r歪了反腱｛からも鋳ξ，ξllされうるわけである。但LSericinなき　Fibroin

B翼はZ・試藥によつて挑赤色を漿する。

　　’原料絹の練減拳（％）　　　　　　　　　Z．試弦辱に封する呈色

　　　　　　0　（繭暦のまの　　　　　　　　紫赤色

　　　　　　8・0　　　　　　　　　　　　同
　　　　　　13．02　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　「司

　　　　　　18。29　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　オ兆　　　　　赤　　（紫嘱iを！fi’撃讃：）

　　　　　　20．25　　　　　　　　　　　　同　　　　（微紫色を帯ぶ）

　　　　　　22．1　　　　　　　　　　　　同　　　　（同　　　　）

　　　　　　24．9　　　　　　　　　　　　　　　　　　桃　赤　色　（Fibroin　Blの呈色1）

3．FibToin成分と量色反朦

低濃に於て濃HCIにて分散せしめ後分別沈澱せしめたるFibroin各域分のZ。試藥に封す

る暴色は次の如くである。

　　　　　　Fibroin　BI……一・・…”……・桃赤色

　　　　　　Fibroin　BII………・・…・………桃　赤　色

　　　　　　Fibroin　BUt　………電…・……・添兆　赤　色

　　　　　　Fibroin　A…………・・…・…一■紫　　色

　　　　　　Fibroin　fibre，……・・…………・無　　　　色

Silk　peptone－・…・一…・…・葡萄酒様勤1色一・紫色…・黒紫色
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　　　　　　　GlycyH．　tyl’osill…・・…一一紮赤色一潔色（洗澱矧三’弄）

　　　　　　　Glycyl－91ycyトd．1．1euchle……饗赤・赤色一・紫色

　　　　　　　玉．Leucyl・冨lycyト宮lycil1Q　…　…そ｝｝安パ貢♪在L

Peptone及びPeptideは執れもZ．試藥に鮒して∬確」比1度的濾か費あ鵜がFil．）rc》in成分はそ余

々に呈色し、FibrQin　B域うNよ執母しも桃赤色i賞，技し、　Fibroill　A成分l　l：Sericillのt4ilく紫色鵜

是し附者を朔かに臓別する事が出來る。之れから分別したJ；ibroin各成う》ほr？ibt・（》il’l　fibr鴫唐IP

に存准せる場合，L異なりS3riciaび）如く接倉の破壊によつて拉子の界両、1：の性質断異にすン1，事

云ひ換へれば此簿城分（’」：：fi二に化励1勺結釜｝に」：つてFibroill　fibro繍」ノ驚してゐる働：推応！嫉・

れる。’爾このFibroin漉分の推色からして絹織維が7ルカリ等で損傷せられた川与始め如fll∫な

る成分が溶出し來るか／くそα～溶川に作ふて糸1撒維は界砺kl’a如何なゐ鍵化紹1跡キ》か～　」工らに

溶嵩せるFibroinは均…・にIJJIi水分解な畳ける・や潔な孝翁盗すゐ事が川来ようゆ

4，アルカリによる絹綜の損傷楡i蔵

　絹繊維はNaOHに依つて醤だしく犯され共のil滑さ、柔軟さや光海暫堵は勤iソ疏損する事ほノξ

くより良く知られてゐる所である。而して既1こMatthews氏の1・拷i・1il：（1．91（怖版）d’）　I　I　1にもイ1鹸は

Sericinを溶す作月∫だけ羊∫するが長く二召1融液中て1’絹線た鴛沸すれば1？ibroiiiも亦引Lされゐ事を

蓮べてゐる17）。其の後では石鹸b蒋蓮の様なアルカリ性1拗質やアム壁渦ア4．，煮沸瀧度費提く牽煽1桑

に作用せしめるとFibroinの梢i成を均ll壊せ・1、める事たili！l険Lてゐる（欧、小原鴨太郎氏〔u　t　l：絹赫

を石鹸液3ζは熱水で虚菱lllする際Sericinが除かれるクトにFibroi！’iの部分も卑1．く侵こ甜しる事靴

染色反慮から認め海o

　Trogus及びHess爾氏（ll｝）はFibroinへのアルカリの作用なX綿的1罵研泥L、たゐにFibroi婁｝

をアルカリ巾に長く浸1してもFibroin　fibreのX醐［IIには鰻化㌃～1三じな）鰹lrちっ’ルヵり、碧嫌1｝

綜は均一・El勺に作用せす而し’ごアルカリによる慶化敵典濃麿が大きい時じLX織的に野↓はれない繊

維部分上のみに限られて居ると推1，vuした。

　豊i．田氏の實験に就いても見られる：如く絹繊維はアルカリ又はアルカリ性物質の作用な畳けて

溶出の漣度は減遜するがi農白賀が蓮績的に1容解分散する鋸は禦實であるv共の際の溶勘｝重｛：は勿

論アルカリの濃度，作用濃慶、作用時間及び蜷力の1勲轍であるo

　今練絹を常蜷下、14°Cで3N以上のNaOH瀞液中に浸澱する時｛、し次第に繊華lllは郡分的に侵

されて小繊維片に解体し行き、小繊維片は液底に滴叱殖するに爺る。と同時にアルカリ溶液中に

溶解分散せるFibroinの一都は加水分獅してPeptoneを鰹てPo！ypeptideの反慮を，義する。從

つてアルカリの絹繊維に樹する作rllは不均一一であつて共の結果アルカリ不溶の鱒存小繊維ノ1矯、

溶解分散欣態のフィプロイン煎びに共の加水分解物とが共存し均一一一分散が認められない。砺し

て溶解分散liJ熊のFibr。inは1・ICIで酸性（PH　2～3）とするか共の酸性液に（N｝1．t）LI　SO．1．液

を添加すれば沈澱せしむる事が川來嵐，アルカリの濃慶小にして糸肖縣が小繊維片に1韮11諏とざる

場合に於ても上記の關係は存するQ從つて絹綜のアルカリjlくほ酸によるアミノ酸弓｝解の操作L

に多大の圏難あるを思はせ、だとへBiuret反鷹がなくなつても　Polypeptide左して存す｝3部

分もあるべく、残i存部分の加水分解を先全ならしめむ1』すれば先に分角佃きる：郎分の『よi，以1：〈’）

憂化を恕す恐れあるものと考へらる。

　掬て後述する如くアルカリの作用によつて溶解分散せす1鱒存する繊維はアルカリの種類、濃

度等によつて色相に濃淡はあるがZ．試藥に鮒し概ね非llヒ赤色を鑑する。蹉ilち始めZ．試薬に封し

県色せざる絹フイブロイン繊維はアルカリの作用に依つて一・一一部の’Fibroin　V）溶出分散に俘．な．て

Fibroin　B類似の呈色を現はすに至る。叉溶解せるFibroinの中，加水分解程1斐低きものは：lliび
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鰍燃鰍つて湘鰍［・めら孤よくオ銑ひせるfita　Z．試魁劇ける口芋は多くの場働靭

棚赫色螺する・從つてFib・・il・fib・・がア・・測の作用によつて先づ澤昏膨撒する部分は

・・it　nbrll（Fib・・il・A・Z〈t　Fibr・i・B・のを定方伽・槻1噛Fib・・i・B汲びBI，の一．普磁

びに外周繊維部う｝にして岡時に蠣存Fibr（）inは界碕hのイオン暴の愛化に基づきて之れ亦鑑色

反慮を現id：すにヨミるもの，重：考へられる。

　今得たる結堪の一一イダリを示せば次の如くで‘もるo

　（a）　アルカリ濃度の影響

i・3N蝋5N汲び6N　v．・・N・0｝腋100・．・．・1・に糸徽制　（支105・i・吹17，鰍24．9％）蹴

を繊U4°C・で放蹴る1眠30分椥・於て［・LU・C　Z。1ξ燦に」：ケ曝赤触黒し、2職で，

P・pt・n・様瓢」を一塒llUtL”’　’・（鰹～・』な曝色の沈1塁鯉1三麟の後1　HIM・k胴一曜鰍び

　沈澱凝1｛ホる。絹繊維は1日後は金く小超溝維片に分れ2日口に敵器底に沈もτ1する。蝿存繊維を

　認別し水洗ぴせるものは澱赤色を，濾液より沈澱せるものは淡桃赤乃鋒ミ桃赤色を鑑す。共の沈

澱蛋ド　質［鞠・無水絹繊維醐し・3N液圃してはO．4蝋4Nでほ7，11％，5N　－6一は5．3脇

6悼卵：：s・4附①セつ編自防アルカリ濃慶構るものは揃蟹i当戯の加紛角ゆより∫勤、
　な剖曇をチ了ミすt，

ii・　2N鳶ペドc）r）　NaOH宕斐llIlこJiK，｝ナる鰻・、fヒ

N・・正r漉慶 @・・分｝・・塩1明4時問

　　　　　　　　　　　　　　1　　　「
　2N　ii淡紮
　1x　／　無
　　　　1ト
o．5N　　I　戴
　　　　　
・・州　1無
o．Oi，　N　…1　黄ll‘

0・01N　　l　無

紫　赤

淡　黄

　舶

　t／

〃

〃

r　　　　　　　　　　　　一㈹｝「一閑

　紫

紫　赤

微　赤

　無

s．s

〃

6騨芋問　　　　　雪　日

藻鮎づ黒紮
紫　赤』…黒　紫

1炎　紫　　．　聲指　≧承

　無　　　淡　費

　，，　　・　無

〃　　　　　　　　　〃

　　J

　21，1

．職紫㌍も1殿

　同

紫　・旅

淡　黄

　無

rl

ξ～　1．1　　　　　11「1

　紫

淡　費

淡　費

　無

淡　紫

淡　：黄

　無

邸ち0．0｝NNaOH瀞｛‘芝中では常浬で10日間位の聞ほ県色せぬが煮沸濫度では30分にして徴赤

色を羅する1こ灘ゐo

　（b）　温優の影響

N・NaOHの作Hlに封する1膿の景辮は次の如く・碑喝。

｛乍♪n時・1｝麺

1分
5

1〔｝

3⑪

】　li寺隅1

2

3

・1

湘1　　　　　葦変　　（（－1）

＿，．、＿1駅＿＿⊥＿，、．＿肥＿．＿．．．＿⊥、＿一盤1璽蟹」＿

無

ff

〃

ll

淡紫赤色

紮勇書”ン紫・色

無

tt

〃

i炎斐鞍一レ重炎擁誹登色

掻誉一一盛炎功妻紫色

神｝一レ率撮助蓄…♪ラ承紫→紫色

涌諦跨・》カ｝ξ紫→紫色

赤紫色

紫功ト》、紫t”“

紫前ξ一尋黛色
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5・ @「
6

飛存繊維

沈澱物

紫赤一・紫色

赤紫一』紫色

赤　　 色　　　　　　　　紫赤色

挑湯言色　　　　　　　紫　　・色

紫赤色（10分後のもの）

　　糠濃色

　煮沸澱度に於ては10分ilUにして大部分の繊糸1【；は溶解するが1駐…部は小Jl’　，！二して礎でrするQ

　周知の如くアルカリの作用に封する溜慶の影響は著しいもので絹綜α端皆練ll芋に訟いてアルカ

リ度は叢要な圃子の一・一一つて§ある所以であb、絹綜の中聞分解に37°C附近の溜度力：川ひら’拓る

わけであるo

　（c）　アルカリ精練測の作用と加熱の影響

i．NaOHの濃慶と加熟
　2瓦の精練継に100c。c．のアルカリ溶液な加へ、説流冷却器な附i，。てカll熟し之れ叢：ご：tr；沸ぜし

め時々2c．c．をピペットで」1文り出し濾過液につい騨ご県ω支慮をll鰍葡糸澱は次の如く’齢，る。

（J．｝k－i：）、づ河しζ乙）∫易合も；i酢看淡て義珍る）

蝋沸聯1｝｛！

1分

5

10

30

11制ll

2

3

4

5

6

残存繊維

沈澱物

0．001N

無　　色

〃

〃

〃

〃

〃

tt

淡々燈色

淡バラ色

微舜色

o．OI　NT 0．05N

無　色

〃

徽赤色

淡赤色

パラ色

〃

紫功絶

〃

tt

無　色

tt

バラ色

紫赤色

赤紫色

〃

赤紫一．紫芭

〃

〃

テ炎桃赤色　　　　淡桃赤色

微艶 @1徴嶽色

O．1T 1’

　　　　　　1
　－　　　　1　赤紫色

　淡バLi色　】紫赤・燃偽

　バラ色　　1　”

　赤紫色　　1　・一

赤紫色螺色i一
t，　　　　　　ト　　＿

〃　　　1　．．N。

　　　　　l
M　　　　　　　　　　　l　　　　一

　　　　　i

赤挑色　　　　　　紫赤色

微赤色　　　｝　　燈赤色

　　　　　1

ii，0ユNア～レカリ液の作川

黙沸時間

5分
10

20

30

1時聞

N、・H「 uK、1，・、、　恥，。、sl鵡、、1；3ピN、、，s

1　　　　　　　　　　　　1　　“　’

淡バラ色

バラ色

紫赤色

赤紫一・紫色

無　・色　　　1　無　 色

”　　　　　｛　淡｝登赤色

灘嚇色　iバラ色
　　　　　Lノぐラ色　　　 i　　バラ色

　　　　　　紫赤色 @i紮赫紫色

無　色　　　　　　役赤色

’P

@　　　　　　淡肉番翼：色

L，

@　　　　　褐ゐ漁

：；設燈色　　　　　　1”

淡紫i・謄色　　　　赤黎甑
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2H警問

3

4

5

｛｝

鰻r跡最維

脅Li殿望勿

〃

〃

赤籾li色

織赤鹸

rt

〃

〃

〃

〃

淡桃赤色

淡挑赤色

〃

紫赤吋紫色

紫ノ示一》紫色

〃

’Ee［si’驚色

紫　色

淡赤・紫色

赤紫色

〃

紫赤卿功；・紫

〃

桃．蹟色

淡紫色

湧ξ紫一〉紫色

准兆勇1色（2時間子菱）

黒尋粂色

iii，　0．o「g）f∫　if　itk瞼～f蔓（ノ）f乍月」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
嶽沸時間　　　　　　　　オレイン酸曹撒　　　　　　マル・1かf漏イ’ll瞼　　　　　　O，c｝OユN．：Nttく川

11轡問

2

3

4

5

6

7

飛存濠翫緑こ

無　　　　〔血

〃

ll｝’「（　　赤　　 色

i：葎　　功ξ　　色

〃

バ　　ラ　　色

微　　赤　　色

無　　　　色

lr

／tt

鰐究　　り1ξ　　［｛t

〃

淡　赤　　魚

P

1魏　　’示　　色

無　　　　色

〃

〃

微　　．1・1葺　　血

淡　’亡噛ラ　色

t’

1搬　　赤　　色

　NaOHに就いて｛」；0．001N溶液1、ti・t・一・く絹繊績1、』煮1：り1｝すゐも横儒操農1が小さいがO．IN以1：1こ

なれば1時聞以内にPolypeptide様の塁色が現はれる。il’liして礎存繊翻1の．騒色はNa（　1｛の1涯匙

度の増すにつれて赤色を1漿め途には紫1娠靴幣びて來る。アルカリ性物質α）0ユN溶液の絹繊維

を侵す楳度を比i鮫せるに次のMk’位を示した。

　　　　NaL，SiOt3＜K2CO3＜Na2CO3＜Na2SくNaOH

之れは溶液のPH値に關係するもので從來より知られてゐるli隈でNa2SはカII水分解してNaOH

を生す：るからその作用は大きく、K呂CO　3が稗Na2CO3より損瘍作用小なる黙は爾者を搬成分

とする藁次汁が精練に川ゐられてゐる事を想起・せしめる。爾Na2SiO；3（メルク襲瑳r｝～1）ぱSgricin

を溶出する外Fibroi1ユも他のアルカリに比して程度が低いけれど侵すことが分る。

　オレイン酸曹蓮（メルク製）及びマルセイユイ1鹸の絹繊維損傷f乍用は比較的小さL’sけれど、

O．OOIN　NaOHに比すれば1諭表でほ不1鹸1墨度は0．（1016N附近であるから直ちに優劣を決め難

いが納ノくなる傾陶を見るのである。この窮は盤μ1争古氏c“）も親察せられたβiである即ちNaOII

の精練時にお・ける作11」は染i鹸溶液による時と精練捌の絹纈堵維に封する崩壊；μこ態を異にしイ1鹸溶

液は他（NaOH，　K　2CO3等’）よi，フィブ財ンeミセル柵£1胞）「接合セリシン」をよ1）深く

侵し崩壊作川大なる事1宝ゴ准べてゐるo

　Fibroin　fibreはSericinを溶解せしむるアルカリ叉は酸等の化，撃藥rl1謬1に封して溶解分散程

度には差を胸するけれど歌れも長時間の後には候されて溶解するもので、たとへ石鹸液を用ゐ

オ：際も　Z．試藥に」：って呈色する頃には微かながらミロン氏及慮を興へるものである。

　爾絹繊維のアルカリによる損傷は先づUllit　fibrilを接着せる：部分であるが共の後繊維の外周



i畳2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　萱1鍛　　　　　綜　　　　　導～　　　　　5准　　　　　蹟畠　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔貿ニソ』岱

れ二存する　　uni七　丘bril　l隻｝覇亀め1こFl’く鮮鋼こ才f斐↓．l　t　lこ搾F’1～う｝霞女！ノ　FiL）r〔｝ill　t“L　ノガζうト梁∫3辱イ許い仁るiぐ竹ミ♪f，　i：，

Fibroin　Aノ乏わご　】3　ノ現・ウ｝・a．）フ，ノレカ　リ，㌔a）イ乍」lj　（彼報）　カ・ら！’J．　L『cr糸目尉曳甜kに）i容菖1轡置ウ》を：　　Z，露べ鱗選‘こ

『ごイ簸イ駈寵『る1際　正IC1レ〔3爵愛，1｛1三f，』一ポるカ・ら：多くct）」易・f｝シ～i色評芝rll　lこイ妻：髭最のを炎琴養色（Z）Slと沙幹（Fibroiu　A）

がPolypeptideを‘畳掴顎る以前に現1’．：Lれる～Z．、のである（、

7．結　　　果

　Zimmermann　氏il幾鱗屡を）’ljひ’「ご糸ll派残｛ifヒ，｝：（ノ）　Sericin　v）イ）’」！iLt：！Yi．’oご1こ拶ノか、　珂…r号宗來唇畏冠愛及7ズ糸lj繊蘇∬；

び．）アノレカ　リ耳5i穿酢索翼・胡に二よる戯i傷系馳毒皇iを：糀「戸Yl．1こil：（Rlli匡オ噂る｛i・IIカ；’1．1：域ミるo　．1じ呪）：．ノく～要1’激←・次¢）／Xllく『（∫竃セ）7，，0

　1，　　Sericin　l：よ崖L然タ1ノく〕態勾堵1・歳～三七7娃セー1た7vもぴ．）ψ石・も1・Plt｝1［，￥）　ZiτnlllerluVilrlll　工舐il」・℃咳越｛こよつ”’C紫で愈、を

　　　贔する牛lf整1…カs～1う￥、・）o　之躍しをT；lj月」し，一’ご　ll両ll寸．iゴこ方岱1ナる　Sericin　（1．ンうトイii・；IJこ躍旨電‘ぴ‘こ剰」寵曳浄∬靱わ凋穿

　　　系東程度をお歳イ義』す葡る証拝力卯1、湖ミるc，

　2．　　支匿玖：・交肇ii茎府宣「1両ア推糸tこ該うつ一ご（・；1：系・れか1覧24［一・25タξ∫れ二：蓬ミガ～、むだ論旨てくLヨミ見1こiこ41．，－」副i琶わ糾乏ゾ）li！E“γ～？：　・lk・凸ゐ二七ら

　　　れる。

　3．　Sericin　志　Fibroill　til’）re　と｛．よ↓又1：v）、如く　Z，1試咳嬉こ5；寸1／i41窯1ミたる’：ノ1三i㌃ンJミ1、、．Jl之ぜ1，」：｝川霰ゴ・

　　　の多値ll’lf病寧ル1ζ．1，：　Glycirie　り｛）宵B負7こ1こ羽L磁攣ヒ：1！i・ij’一｝1｝1亨昼資ご女ilる∪

　4・　Fibr〔，in　ftbJ°e　tLi：　1－ICi　’て三’う｝：iytしラ」・）弼再七濯乏」｝と｝｛Pもc，「）i〆L　Sし｝rici11　，lr肝舜イ慶Z．　i試メ躯に瀞’ナして盤も

　　　‘色1．．’Fibroin　B　jl陀・X、i、．1：1：｝II三力賢〔（～をコ、　Fibr‘）in　A　ノ」気「ン」、1・よ孝糧庄L？｛；　s：見1．　iこ・，1’“c）　，、ヒ，拘，1小i・’乎百｝，lf・’｝吉1～な｝》1）

　　　：hll／J〈・分㌧角弔Ttf　！，E三じノヒ讐二をオ気四可噌0

　5．　　34　Fibroin　fibre　・藍：血lll｛もワ，几・カ　リあ｛歪il…薩｛齊りび）材亀1費、　昂託球｛ノ乏”》f乍11jl｝li・1昌I　P二」こx）『「ぐ一1ラく舞ゴ1｛二繊尉1｛　　　・

　　　‘’よ1質傷・せ一らA1．トご　Z．詠曽襲ilこよくコ）てイJlil祷言〔ご！、～．・承1γ～～111：・！義す”る1こ石．ミるし．、　kとン打，　Fibroin｛／）・一｝SflSカ・：つ窟

　　　ノレカリ¢）f乍J，lllこよつ囲｝ご言f転ri・！fこ1多ド訂1つ．｝・質交寸亡る1こよる0

　6，　忽芝i・P｛こづ｝賞交哲…詳tis“’4脚るもa．）農k　Z．註三薫婁鰍こ依’：♪”（：タドr配）1工　FibT・〔》｛11　B，覗匙｛ヒ；kα』）タト　玉う　ノ戊弓，｝ぜ）溢箏

　　　lli，‘こ｛イナミ・9‘〔　unit　fibl’il　¢）・ラ｝・君父：、1危びに隠容角吊力宝起♪5　i：、、』を：li；・llt／｛10

　　7，　　系隠剰禽斜鮭｝ま．：｝．冬（ゐ）イbi，S…1」ξ」ニィく玄勾伽匡駐を二羊ごするカ．・らつPル．カリ1こ、」：る｛ソ診月」も．づ1ミィ9JSU・一一‘こ1＿，°ご

　　　　（a）　　在誌さ身Lる不罷三1窪少く派醗悉f霞淵」こ、と　i、”，C　itk　d『罫㎞‘『る嘗匹分

　　　　（b）　　蕩是釜｝月」こ態大に二し一ご容二勢Fこ勲叱泌建せし，cV」ら身1・る：ラ，書交∫1丸告1‘：う｝

　　　　（c）　液中に二分散せる　Fibroinがカ1レk分解1こより　PeptQne　を経『ζ　1’01ypepticle　に崩」喪

　　　　　　　しゆく部分

　　　　とカミ『司時に・イゴ狛三する署…黍を1矢ロるo　（1〕）　をゴ：究言域乏」ぜし捉，たもα）｛よ多く羽ヒ鋳ミ・色を斑見1：ihづ簡￥，、　糸肖・繊赫【ξ

　　　の損傷大なる時は：赤色製｛㌃し同時に紫色を，膠來るに；t51ミる。

　　8．　　」女．艮二の茄1ξ．↓｝↓カ・ら　　Sericin　・と　　FibrQhユ　義d．’）F阿ヨ1量1三！琶‘｛flゴ：霞軽溶」｛1こ貞虚『〔y　eよ羅i鉱・lr・（z）糸～ξf｝・イJl…ダ9月ノこ宛最

　　　　lcヨ1宝？旨なる叢妻込を：黍ぎし　S∂ricin　l，；1：　Fibr‘）in　j：りう｝背女．後～耀：涙均せ1、．．　N）ノ、：る　Fibrwin　Jl長育舞に知pl

　　　す。然かもかNるIIJこ態ではFibroin　A成分はSc｝rici11に極めt・・1：コ制妾な某色反慮をな一奴，

　　　下苗して　　S3ricin　　を滞さll、ジ｝髄文u比し配L易v・つP／L・・カリti勿窟虻｛よ言農1変！∫、a）欝寺て…’も・．1ξく；蔵’沙lr毒『；1～、1ズ勇ミ

　　　Fibroin　を7套乏胃r刃罫を弩毒｝：彦み‘こ匁｛li芋惜jlこイ1禽響｝…づ閥る：三拝力illi薩ミ』　；豊濃｛・V．）・償崇1こ払iナll・審㍗老5尉・玉｝｝繋畜鯵∫1黛‘こ二匡紺

　　　ヤす膚る御異；｛地を“’勇iカ5める一一一拶覆魂を：銑Lたo

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ゐ’1」ヒ｝II置置結…as［ilj聖ヒ｝璃交）

交　　　　献

（1）　　ノ1、原凶髭フ｛ζ良匹b　躍旦イヒ躍占覧F「争ヒ所藁碧乏、　1933，　22，　216

（1）P）豊田今吉、日本化愚會誌、昭和11　f，　1，；　，59，9S5，1110，1120

（“o）　　著渚、　1』罰‘雇廷凄寒イヒ導～會請呂篭　1］Ei；llll151㍉　｛2，　1125　　　亀
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　　　（とD　　Z正11MIK：rlll；・LtM，　Ze1IS．正．〕lxyni⇔L　｛11iam．，　韮t）：ilC，，189，4
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Studies on the Structure of the Silk-fibre.

Hideo KANEKO

（Receivecl　10’Nt’．｝v．1936）

R6su1116

　　The　existence　all（i　its　amount　of　seric圭11，　silk・gltte，　o龍the　silk．fibre，　the　d建gree　of　its

de墓u盲nluin縛　al1（｛　the　degree　｛：）f　．its　dan凝age　producod　by　cE・tust：ic　alka！ies　aud　、veak

a1！｛taline　salts　ar（｝（easily　cletected　by　using　Zin1111erlnalll1’s　r《うageu｛：，　o．　phthalalclehycle，

with　which　he　elnpk，yed　for　theのstimati（川of　a　small　amotmt（）f£1ycille∫1》

　　The　re＄ults　obtained　are　as　f．ollcエws：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I

　　（1）　Sericin　in　na量．tlral　state　or　precipi．tated　with　1ユeutra夏＄alts　from　its＄⑪1ut…on　give＄

　　　aCharaCteriSt1C　viOlet；C⑪1（，Ur　by　th¢r¢agent　abOVe　deSCribed。　So　w6　can　eXamille

　　　qual．itatively　the　distribution　（》f　sericin　on　the　cocoon　fibre　and　its　presenc3　0r

　　　absence．Qll　the　so・caUed　cuite　siik痘bre；because　the　depth　of　colour　pr《）duced　is　a

　　　1’⑪ugh　inde．x　of　t’he　athount　Qf　sericin｛っ【1　tIユe】．1’1．　For　exa重11ple，

　　　　　　　　　　　Boiling・off　Ioss　（％｝　　　　　　　　　　．　　co1Qur　produced

　　　　　　　　　　　　　　　O（cocoon　fi1）re）　　．　　　deep　viQlet

　　　　　　　　　　　　　　　9．O　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　slight　violet

　　　　　　　　　　　　　　10。82
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，，　　　　　　　，，

　　　　　　　　　　　　　　16．22　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，，　　　　，，

　　　　　　　　　　　　　　18．〔｝6
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，，　　　　　　　，，

　　　　　　　　　　　　　　21．52　　　　　　　　　　　　　　　　　　　very　slight　violet

　　　　　　　　　　　　　　22．26　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，，　　　　，，

　　　　　　　　　　　　　　24．90　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　co1｛〕turless，

｛2）　The　cuite　si正k　having　boiled－off　loss　about　25　p呂r　cent．　does　not　give　this　reaction．

　　From　tllis　fact　we　cEIT1，　therefore，　know　clearly　the　aS）s　ertce　（lf　serici娠　〔，！1　it，　that

　　is，　the　coml）lete　separation　of　sericin　from　the　fibroin　fibre．

（3．j　Two　silk　proteins，　sericin　alユd　fibz：oiユユ，　have　a　di【ferent　coloしlr　reactiQrl　for　Zim・
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　　mermaiユn，s　reage1ユt，　This　may　be　due　to　have　different　st三rte　o：〔glycine　niolecule

　existed　in　the　polypeptide　chains　cormaposing　the　micelle　as　reported　by　A，bd（）・rhald｛雪諏

　　and　Neumamユ．（2）

　　　But，　fibroin　components　obtai！ユed　by　fractional　pl－ecipitatioil　with　ammo1魚鴛Pn

　　sulphate　so正utioll　produce　a　clistinct　color　by　Zin）mel’t’n21t’i！1’s　reago雛t，　硯、1ie　fibiroin

　Bcompo1ユents　give　pink　cQIQur　and　fibrく）ill　A　compon¢1ユt　vio1（lt　by　it，　SO　th｛｝se

　　components　Would　be　due　to　exist　iu　a　si：nilar　sllate　as　natural　s¢rici繊by　thc

　　part’ial　hydrolysis　with　hydrochIoric　acicl　used　as　t：he　clispersing　a郎漁t，

（4）　1t　has　bee1ユshown　that　the　fibroin　i．s　a正so　attac1くed　by　weak　alkaline　salts　3uch

　as　the　carbonates，　soaps　etc．01ユ101壌・（；o，　iitinued　boi！iiユ郎11　their　solutions，　When　the

　siik　fibroi正1丘bre　is　danユag（勇d　by　them　it　bec（｝m（ls　to　c（》正ぐ｝111’fr〔｝1n　sli鍔ht　l〕ink　t｛，　dar瓦

　v三〇letish　red　accordil1£I　to　the　extent；　of　the　da電・nage　l）y　Zin．1m繊・nユ三m1・ゴ総　rc垂a鰐吃｝rL｛：，

　The　fact　that　dama総ed　f｝bres　react　clearly　with　this　rc‘し5縄1t　may　1）c：ui；ilisecl　ttfl；11N

　　nユeans　　of　 investigafion，

（5）　The　destructive？lctioll　of　cttustic　ullcalias　or　weak　alkalinE．｝sults，s‘pll　flbrohl　fibr｛，

is　considerably　heterogeneou＄accQr（ling　t（⊃thc　pog．　iti〔．｝11（》f　the　m）ve．　Wh（｝n　b⇔i1α、1

　fQr　a　long　period　witlユttilknli，　ffi1）roin　is　dissOlved　t（》ayQIIow　liqし1id，1e1Lvin宮　lts　a

　residue　a　smail　amoLlnt．　The　part　of　fil）roirl　dissolved　is　th（m　suゼf（，rcxl　byclre｝Iysis孕

　being　collverted　intQ　pepton　and　Polypel）tides．　The　oth（｝r　fibr（）ill　dispersed　in　the

　sQlut量on　is　easily　precipitated　with　acids（）r　neutral　salts　Iul（1　thiives繕enerally　pilユk

　COlQUr　aS　fibrOin　B　CQ1れpOUentS．　So　the　fibrOin　PひrtiO臓di’spersed　flrStly　in嘘10　th｛遣

　aIkaline・SOIUtiOn　WOUld　be　the　fibroin　｝3　COmPo；lent’S　（Bユ　εmd　B2）eX量S重｛n鍔　a3

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ
　cementing】rnicelles　for　tlユe　fibroiti　crystallites　oriellted　parallel　with　the飾ro　Elx｛s．（：墨）

　　　　　　　　　　ρ
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